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◉は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。とくに表記のないものは東京国立博物館所蔵です。

文
化
財
の
収
集
は
博
物
館
の
も
っ
と
も
重
要
な
事
業
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
ま
す
。昨
年
度
当
館
の
収
蔵
品
に
加
わ
っ
た
文
化
財
は
、

絵
画
・
書
跡
・
彫
刻
・
染
織
・
金
工・
甲
冑
・
歴
史
資
料
と
実
に
多
岐
に
渡
り
ま
す
。今
回
は
そ
の
な
か
か
ら
５
件
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特
集
平
成
25
年
度
新
収
品

新
収
品
の
う
ち
、ご
寄
贈
と
購
入
に
よ
る
34
件
を
一
堂
に
初
公
開
！

月日（火）

月日（日）
〜

本館特別2室

ご寄贈
いただいた
皆さま、
どうも

ありがほー！

新しく
収蔵品の

仲間入りをした
作品を見て
みましょう！

ユリノキちゃんトーハクくん

萌
も え

黄
ぎ だ ん

威
おどし

胴
ど う

丸
ま る

具
ぐ

足
そ く

江戸時代・19世紀　植原千明氏寄贈

幕末の高崎藩主、大
おお

河
こ

内
うち

輝
てる

聴
とし

所用として伝来した具足。白と
萌黄糸を交互に配した萌黄 威で、胸などに大河内家の三

みつお

扇
うぎの

丸
まる

紋
もん

を打って由緒を示しています。

花　黒田清輝筆　大正9年（1920）

1920年8月22日～ 25日の日記に、黒田はグラ
ジオラスを描いたと記しています。花を好んだ黒
田はユリや菊などをよく描きました。これほど暗
い背景は珍しいですが、花の色がよく映えます。

書状 なほなほ不
と り あ え ず

取敢云
う ん

々
ぬ ん

会津八一筆　昭和時代・20世紀 堀江 子氏寄贈

会
あい

津
づ

八
や

一
いち

（1881～1956）は新潟県に生まれ、
歌人として名をあげるとともに、早稲田大学で東
洋美術史を講じました。特に奈良時代の美術史
研究で知られます。書家としても、その高雅な書
が評価されています。

○線
せ ん

刻
こ く

千
せ ん

手
じ ゅ

観
か ん

音
の ん

鏡
きょう

像
ぞ う

　平安時代・12世紀

円形の銅板の表面いっぱいに千手観音坐像を線
刻で表した鏡像。伸びやかで柔らかい描線の観
音像は、平安時代後期の特色をよく示していま
す。直径も24.2cmと比較的大型で、類例の少な
い貴重な作品です。

如
に ょ

意
い

輪
り ん

観
か ん

音
の ん

菩
ぼ

薩
さ つ

坐
ざ

像
ぞ う

　鎌倉時代・13世紀

6本の腕を持つ密教の
仏です。水晶をはめたき
りっとした目、花の形に
結った髪、卵形の頭部
は鎌倉時代の仏像の特
徴です。頭部内に小仏
像 2体が納入されてい
ることが X線撮影でわ
かりました。

紫
し

檀
たん

に似せた黒色をつけ、衣には金箔を細く切った截
きり

金
かね

で模様を表しています!POINT

兜に扇の前立をつけ、白と萌黄糸で威した華やかな
甲冑です!POINT

東京国立博物館キャラクター

の
ー

）

ココに仏像が2体！

花を際だたせる暗色の背景や、画面左
側に対象を片寄せる構図にご注目！!POINT

平安仏画の白
はく

描
びょう

（白地に墨線のみで
描いた図像）を思わせる柔和な表現を
ご覧ください

!POINT

会津に師事した堀江知彦に宛てた書
状。第二次大戦後、郷里の新潟から
送ったものです

!POINT
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仏
像
の
み
か
た

 

鎌
倉
時
代
編

いきいきしたいきいきした
表現に表現に
注目!!

仏像は
何を何を

しているの？しているの？

毎
夏
恒
例
の
特
集「
親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」。今
年
は
、鎌
倉
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
仏
像
を
展
示
し
ま
す
。

気
づ
い
た
疑
問
や
発
見
を
も
と
に
、教
科
書
や
本
で
さ
ら
に
調
べ
れ
ば
、夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
な
る
企
画
展
示
で
す
。

こ
こ
で
は
、展
示
を
ご
覧
に
な
る
際
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
、3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て「
な
ん
だ
ろ
う
？
」を「
な
る
ほ
ど
！
」に

　源頼朝が開いた幕府が鎌倉に置かれていた約
140年間を鎌倉時代（1192～1333）といいます。
武士や貴族によって、リアルでいきいきした作品
が生み出された時代です。仏像では、水晶を使っ
て人間の目のような潤いを表現した玉

ぎょく

眼
がん

などの技
法が流行しました。この時代の仏像の特徴を、
じっくり見てみましょう。

関連事業
「トーハク探検ツアー　仏像のみかた」
仏像って難しい？ それは仏像に詰まったたくさんの謎のせ
いかもしれません。その謎を解決できたらきっと楽しくなる
はずです。仏像を見学しながらその謎に迫るツアーに、ぜひ
ご参加ください。
日時：7月27日（日） 10：00 ～11：00   14：00 ～15：00
対象：小学生とそのご家族
定員：各回10組
参加費：無料（ただし、一般の方は当日の入館料が必要です）
申込方法：当館ウェブサイトの申込フォームでお申込みください。
締切：7月3日（木）必着
お問合せ：03-3822-1111（代） 教育普及室「仏像のみかた」係

◎十
じゅう

二
に

神
し ん

将
しょう

立
りゅう

像
ぞ う

 戌
じゅつ

神
し ん

（右）
［本館14室］
鎌倉時代・13世紀

◎十
じゅう

二
に

神
し ん

将
しょう

立
りゅう

像
ぞ う

 子
し

神
し ん

（左）
［本館14室］
鎌倉時代・12～13世紀
神奈川・曹源寺蔵

　仏像を見て、一体何をしている姿なの
か、不思議に思ったことはありませんか？ 
絵画とは違い、彫刻である仏像には背景
がないため想像するのが難しいのです
が、今回は仏像が何をしているのか、ひと
目でわかる演出をほどこし、仏像にまつ
わるさまざまな物語をご紹介します。ど
んな場面か想像してみましょう。

◎菩
ぼ

薩
さ つ

立
りゅう

像
ぞ う

［本館11室］
鎌倉時代・13世紀

親と子の
ギャラリー

◎大
だ い

日
に ち

如
に ょ

来
ら い

坐
ざ

像
ぞ う

［本館11室］
平安～鎌倉時代・12世紀　東京・真如苑蔵

仏像を
比べて比べて
みよう！

本館11室
本館14室

6月10日（火）
8月31日（日）
〜

　時代や注文主の好みによって、仏像の姿も
変わります。仏像の顔や着ているものを
比べることでその特徴がよくわかりま
す。たとえば、貴族と武士では仏像の
好みが違ったといわれています。
どんなところが違うか、あなたは
どちらが好きか、いろいろ比べて
みましょう。

近づくと目が
キラキラだほ。
生きている
みたいだほ！

実は天から
降りてきている
姿なんですって

どっちが
武士好みで、

どっちが貴族好み？
答えは展示室に
あるほ！

1POINT

2POINT

3POINT
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研究員の
イチオシ

川村
の

つ
い
に
始
ま
る
台
北
故
宮
展
！　

台
北  

國
立
故
宮
博
物
院
か
ら
や
っ
て
く
る
選
び
抜
か
れ
た
名
品
中
の
名
品
か
ら
、

「
こ
れ
だ
け
は
見
逃
せ
な
い
」と
い
う
イ
チ
オ
シ
作
品
を
担
当
の
研
究
員
が
ご
紹
介
し
ま
す
！

月日（火）

月日（月・祝）
〜

平成館
特別展示室
・
本館
特別5室

（「翠玉白菜」展示期間のみ）

草
そ う

書
し ょ

書
し ょ

譜
ふ

巻
か ん

（部分）
孫
そん

過
か

庭
てい

筆
唐時代・垂

すい

拱
きょう

3年（687）
［展示期間：6月24日
（火）～ 8月3日（日）］
台北 國立故宮博物院蔵

翠
す い

玉
ぎょく

白
は く

菜
さ い

清時代・
18～19世紀
［展示期間：
6月24日（火）～
7月7日（月）　
2週間限定］
台北 國立故宮博
物院蔵

富田
研究員の
イチオシ

　
　

翠
玉
と
い
う
硬
い
石
材
で
あ

　
　

り
な
が
ら
、
白
菜
の
葉
の
し
な

　

や
か
さ
や
、
葉
の
上
に
と
ま
っ
た

虫
た
ち
の
い
き
い
き
と
し
た
姿
ま
で

余
す
こ
と
な
く
彫
り
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
国
で
は
18
〜
19
世
紀
に
、
石

材
が
本
来
も
っ
て
い
る
色
の
違
い
を

い
か
し
た
彫
刻
の
作
品
が
盛
ん
に
作

ら
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
翠
玉
白
菜

は
代
表
的
な
作
例
で
、
素
材
の
緑
の

部
分
を
葉
先
と
虫
に
、
白
の
部
分
を

葉
の
芯
に
あ
て
た
巧
み
な
技
が
光
り

ま
す
。
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
天
然
の
美

と
洗
練
さ
れ
た
技
が
織
り
な
す
、
こ

れ
ぞ
究
極
の
「
神
品
」で
す
。

 

白
菜
は
「
純
潔
」を
、

バ
ッ
タ
類
は
「
多
産
」

を
意
味
し
ま
す
。
清
の
第
11
代
皇

帝
・
光こ
う

緒し
ょ

帝
の
妃
で
あ
っ
た
瑾き
ん

妃ぴ

の

宮
殿
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

研
究
員
か
ら

並んでも見たい“白菜”、
台北故宮のスーパースター

雲
う ん

横
お う

秀
しゅう

嶺
れ い

図
ず

軸
じ く

高
こう

克
こく

恭
きょう

筆　元時代・13～14世紀
［展示期間：6月24日（火）～ 8月3日（日）］
台北 國立故宮博物院蔵

日本よ、
これが本物の
中国山水画だ！

　

自
然
の
大
き
さ
を
描
く
山
水
画
を
、
北
宋

時
代
に
活
躍
し
た
李り

成せ
い

と
郭か
く

熙き

と
い
う
２
人

の
画
家
の
名
を
と
っ
て
「
李
郭
派
」と
呼
び

ま
す
。
こ
の
李
郭
派
の
山
水
こ
そ
は
中
国
山

水
画
の
大
黒
柱
な
の
で
す
が
、
1
0
0
0
年

も
の
長
い
交
流
の
時
間
を
経
て
も
、
日
本
に

は
ほ
と
ん
ど
伝
来
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

李
郭
派
山
水
画
の
う
ち
、
元
時
代
の
名
品
が

こ
の
作
品
で
す
。
見
上
げ
る
よ
う
な
高
い
山

と
動
き
出
す
よ
う
な
白
雲
。
ま
さ
に
、
崇
高

な
る
山
水
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
中
国
山

水
画
を
代
表
す
る
名
品
で
す
。

 

日
本
が
好
ん
で
き
た
小
さ
な

画
面
に
詩
情
あ
ふ
れ
る
南
宋

画
と
は
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
世
界
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

研
究
員
か
ら

王羲之の流れを汲む草書の名作
　
　

唐
時
代
の
６
８
７
年
に
、
孫
過

　

 

庭
が
自
ら
の
書
に
対
す
る
考
え

　

を
、
駢べ
ん

儷れ
い

文ぶ
ん

と
い
う
美
文
で
展
開

し
た
文
章
で
す
。
内
容
が
古
典
的
な

名
著
と
高
く
評
価
さ
れ
る
ば
か
り

か
、
書
そ
の
も
の
も
王お
う

羲ぎ

之し

の
書
法

を
忠
実
に
継
承
す
る
草
書
の
名
品

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
孫
過
庭

は
身
分
の
低
い
家
柄
の
出
身
で
、
下

級
官
僚
と
な
り
ま
し
た
が
、
讒ざ
ん

言げ
ん

に

遭
っ
て
退
け
ら
れ
、
貧
困
の
中
に
他

界
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
不
朽
の
名

作
、
こ
の
書
譜
を
書
き
上
げ
、
そ
の

名
を
歴
史
に
残
し
た
の
で
す
。

 

王
羲
之
の
書
の
美
し

さ
を
整
理
し
て
法
則

化
し
た
こ
の
作
品
は
、
宋
の
徽き

宗そ
う

や

清
の
乾け
ん

隆り
ゅ
う

帝
が
愛
蔵
し
、
数
々
の
収

蔵
印
を
残
し
て
い
ま
す
。

研
究
員
か
ら

三笠
研究員の
イチオシ

皇帝が愛した青磁、「汝窯」の魅力
　
　

北
宋
時
代
、
宮
廷
に
納
め
る
た

　

  

め
に
焼
造
さ
れ
た
と
伝
わ
る
汝

　

 

窯
青
磁
。
南
宋
時
代
初
め
に
は

　

す
で
に
「
近
ご
ろ
も
っ
と
も
得
難

し
」と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
、

世
界
に
70
点
あ
ま
り
し
か
な
く
、
そ

の
う
ち
の
21
点
が
台
北 

國
立
故
宮

博
物
院
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
関

連
窯
址
は
河か

南な
ん

省し
ょ
う

宝ほ
う

豊ほ
う

県け
ん

清せ
い

凉り
ょ
う

寺じ

に

見
つ
か
り
、
２
０
０
０
年
代
に
本
格

的
な
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
っ

と
り
と
し
た
形
と
縹は
な
だ

色
の
釉
に
気

品
漂
う
優
雅
な
作
品
で
す
。

 

よ
く
見
る
と
、
輪
花

の
花
弁
の
大
き
さ
や

か
た
ち
が
バ
ラ
バ
ラ
。
そ
の
ゆ
っ
た

り
堂
々
た
る
姿
に
、
汝
窯
の
本
質
を

み
る
よ
う
な
思
い
が
し
ま
す
。

研
究
員
か
ら

青
せ い

磁
じ

輪
り ん

花
か

碗
わ ん

汝
じょ

窯
よう

  北宋時代・11～12世紀  台北 國立故宮博物院蔵

塚本
研究員の
イチオシ
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寒
い
冬
で
も
み
ず
み
ず
し
く
美
し
い
松

竹
梅
を
背
景
に
３
太
子
（
牧
童
）と
９

匹
の
羊
を
描
き
、
中
国
の
正
月
で
あ
る
春

節
を
祝
う
言
葉
「
九
陽
（
き
ゅ
う
よ
う
＝
九

羊
）が
泰
を
啓
す
る
（
多
く
の
太
陽
が
世
の

中
を
あ
ま
ね
く
照
ら
し
て
吉
祥
と
な
り
、
な

に
も
か
も
が
思
い
通
り
に
い
く
）」を
表
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
を
刺
繡
で
表
現
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
絹
糸
に
よ
る
鮮
や
か
な
色
彩
が

春
の
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
中
国
独
特
の

刺
繡
技
法
で
あ
る
戳た
く

紗し
ゃ

繡し
ゅ
う

の
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
刺
繡
技
法
を
駆
使
し
て
絵
画
の
細
密
な

表
現
を
可
能
に
し
た
名
品
で
す
。

 

こ
の
古
典
的
名
品
に
感
動
し

た
乾
隆
帝
は
、
自
身
の
時
代
に

頂
点
に
達
し
た
こ
く

絲し

（
綴つ
づ
れ

織お
り

）と
刺
繡
の
技

術
を
用
い
て
ま
っ
た
く
同
じ
図
様
の
も
の
を

作
ら
せ
て
い
ま
す
。

研
究
員
か
ら

小山
研究員の
イチオシトーハクの名品・特集

台北故宮展にあわせて、東洋館を中心にトーハクの名品を公開。

本館国宝室で
見る！

東洋館で見る
！

刺
し

繡
しゅう

九
きゅう

羊
よ う

啓
け い

泰
た い

図
ず

（部分）
元時代・13～14世紀
台北 國立故宮博物院蔵

特別展「台北 國立故宮博物院―神品至宝―」
特別後援：日華議員懇談会
主催：東京国立博物館、國立故宮博物院、NHK、NHKプロモーション、読売新聞社、
産経新聞社、フジテレビジョン、朝日新聞社、毎日新聞社、東京新聞
特別協力：TBS、テレビ朝日、日本テレビ放送網、共同通信社
協力：チャイナ エアライン（中華航空）
観覧料金：一般1,600円（1,400円/1,300円）、大学生1,200円（1,000円/900円）、
高校生700円（600円/500円）
＊（　）内は前売/20名以上の団体料金。中学生以下無料。
＊障がい者とその介護者1名は無料。
＊前売券は4月1日（火）から6月23日（月）まで、東京国立博物館正門チケット売場（窓口、
開館日のみ）、展覧会公式ホームページほか、主要プレイガイドにて販売。
お問合せ：ハローダイヤル　03-5777-8600

関連イベント
ギャラリートーク
「故宮の白菜」
日時：6月25日（水）11：00 ～11：30  14：00 ～14：30　18：30 ～19：00
場所：本館地下　みどりのライオン （教育普及スペース）
講師：川村佳男（平常展調整室主任研究員）

記念講演会
① 6月28日（土）13：30 ～15：00　
 「故宮コレクションと「倣

ほう

古
こ

」―青銅器・玉器のかたちに象徴された伝統―」
 川村佳男（平常展調整室主任研究員）
② 7月26日（土）13：30 ～15：00
 「文物がつくる社会―中国書画・故宮コレクションからアジア世界へ―」
 塚本麿充（東洋室研究員）

シンポジウム
③ 7月5日（土）1部10：00 ～15：40
 7月6日（日）2部10：30 ～15：40
 「中国皇帝コレクションの意味―書画における復古と革新―」
＊2日連続／＊詳細は当館ウェブサイトでお知らせします。
会場：東京国立博物館  平成館大講堂
定員：各講演380名（事前申込制、応募者多数の場合抽選）
聴講無料（ただし、本展覧会の観覧券が必要。半券でも可、その場合は別途、入館料が必要）
＊シンポジウムは5日受付時に6日も入館できる受講券を発行します。
＊1枚のはがきで、1つの講演会につき最大2名の申込可。2名の場合は、それぞれの氏名
を必ず明記してください。
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号・希
望する講演会の日時（①～③）、「返信用表面」に郵便番号・住所・氏名を明記の上、下記ま
でお申込みください。
申込先：〒116-0013　日本郵便荒川支店私書箱22号　特別展「故宮博物院展」講演会
（希望する番号①～③のいずれか）係
申込締切：①・③6月2日（月）　②6月9日（月）　必着

およそ90年ぶりの再会？
乾隆帝と菊

きく

池
ち

惺
せい

堂
どう

ゆかりの名品

台北故宮展後期の目玉

「行
ぎょう

書
しょ

黄
こう

州
しゅう

寒
かん

食
しょく

詩
し

巻
かん

」と
同じく、書画コレクターと
して知られる菊池惺堂
が持っていました。

◉瀟
しょう
湘
しょう
臥
が
遊
ゆう
図
ず
巻
かん
（部分）

李氏筆　中国  南宋時代・12世紀　本館2室（国宝室）
8月5日（火）～ 9月15日（月・祝）

こ
中

これが刺繡!?
羊に乗った童子が招く春の訪れ

特別展と一緒に見たい！ 

故宮に白菜あれば、トーハクに石
ざく

榴
ろ

あり？

瑪
め
瑙
のう
石
ざく
榴
ろ

中国  清時代・19世紀 神谷伝兵衛氏寄贈
東洋館9室　5月27日（火）～12月7日（日）
赤い種子まで本物そっくりの石榴。「翠玉白菜」と同
じ玉器工芸によって作られています。

「日本にやってきた中国画家たち
―来

らい

舶
はく

清
しん

人
じん

とその交流―」
東洋館8室　6月17日（火）～7月27日（日）
清朝と日本の交流、福建・浙江の地方文化に会いに行こう！

鹿
ろく
鶴
かく
図
ず
屛
びょう
風
ぶ
（部分）

中国  清時代・乾隆4年（1739）
清から日本にやってきた画家・沈

しん

銓
せん

の画風は、日本に
大きな影響を与えました。

「織
おり

繡
ぬい

  珍品選」
東洋館5室　6月10日（火）～ 9月7日（日）
中国染織の伝統である書画を染織で表現した珍品の
数 を々紹介！  ＊詳細は本誌10ページ。

寿
じゅ
老
ろう
図
ず
錦
にしき
（部分）

中国  清時代・18～19世紀
画像ではわからないスケール…長さ2メートルあま
りの大型織物「絵画」。

特集「日本人が愛した官窯青磁」
東洋館5室　5月27日（火）～10月13日（月・祝）
協力：常盤山文庫、アルカンシエール美術財団ほか
古来中国の青磁に親しんできた日本人の視点から、官
窯研究の歴史をたどります。

◎青
せい
磁
じ
輪
りん
花
か
鉢
はち

官窯　中国  南宋時代・12～13世紀　横河民輔氏寄贈
南宋官窯の名品として、昭和初期より世に知られて
きた代表的な作品です。

特集「趙
ちょう

之
し

謙
けん

の書画と北魏の書」
東洋館8室　7月29日（火）～ 9月28日（日）
書画篆刻の各分野に異彩を放った趙之謙の没後130
年の記念展！ ご期待ください。

四時花卉図四屛（部分）
趙之謙筆　中国  清時代・同治9年（1870）
四季折々の花卉を描いた4幅の大作のひとつ。趙之
謙が絵に最も力を注いでいた42歳の作です。

事前申込制

事前申込制

当日参加
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2
0
1
4
年
日
中
韓
国
立
博
物
館
合
同
企
画
特
別
展

東
ア
ジ
ア
の
華

陶
磁
名
品
展

平成館
特別展示室

10月15日（水）

─

12月7日（日）

本館
特別5室

9月20日（土）

─

11月24日（月・休）

日本国宝展
主催：東京国立博物館、読売新聞社、
NHK、NHKプロモーション
協賛：損保ジャパン・日本興亜損保、
大伸社、みずほ銀行
観覧料金：一般1,600円（ 1,400円/1,300
円）、大学生1,200円（1,000円/900円）、
高校生900円（700円/600円）
＊（　）内は前売/20名以上の団体料金。
中学生以下無料。
＊障がい者とその介護者1名は無料。
＊前売券は7月9日（水）から10月14日
（火）まで、東京国立博物館正門チケット
売場（窓口、開館日のみ）、展覧会公式ホー
ムページほか、主要プレイガイドにて販売。
お問合せ：ハローダイヤル　03-5777-8600
展覧会ホームページ：

http://kokuhou2014.jp

2014年日中韓国立博物館
合同企画特別展

東アジアの華
陶磁名品展
主催：東京国立博物館、中国国家博物館、
韓国国立中央博物館
観覧料金：総合文化展料金でご覧いただけ
ます。
＊障がい者とその介護者1名は無料。
お問合せ：
ハローダイヤル　03-5777-8600

　
国
宝
の
な
か
に
は
、
仏
や
神
の
信

仰
を
背
景
と
し
た
芸
術
的
造
形
や
歴

史
的
資
料
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
祈

り
、
信
じ
る
力
が
、
正
し
き
、
善
き
、

美
し
き「
か
た
ち
」を
造
り
出
す
こ
と

に
注
が
れ
、そ
れ
が
優
れ
た
造
形
性
、

重
要
な
歴
史
性
を
有
す
る
作
品
へ
と

結
実
し
た
も
の
。
本
展
覧
会
で
は
、

「
祈
り
、
信
じ
る
力
」が
ど
の
よ
う
な

か
た
ち
を
結
び
、
い
ま
に
伝
わ
る
の

か
、
約
1
2
0
件
の
国
宝
を
通
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
伊
藤
信
二
）

　
本
展
覧
会
は
、
日
本
、
中
国
、
韓

国
の
3
つ
の
国
の
国
立
博
物
館
に
よ

る
初
の
国
際
共
同
企
画
展
で
す
。
中

国
国
家
博
物
館（
北
京
）、
韓
国
国

立
中
央
博
物
館（
ソ
ウ
ル
）、
東
京
国

立
博
物
館
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
所
蔵

品
、
こ
れ
に
当
館
の
寄
託
品
と
文
化

庁
の
所
蔵
品
を
加
え
て
、
東
ア
ジ
ア

を
代
表
す
る
工
芸
で
あ
る
陶
磁
の
名

品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
日
本
の

茶
の
湯
の
焼
物
、
中
国
の
唐
三
彩
、

韓
国
の
高
麗
青
磁
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
特
色
あ
る
陶
磁
器
を
中
心

に
、
東
ア
ジ
ア
三
国
の
陶
磁
の
名
品

の
競
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
そ
の
な
か
か
ら
日
本
陶

磁
の
優
品
を
ご
紹
介
。
次
号
以
降
、

日
中
韓
三
国
の
特
色
あ
る
陶
磁
を
ご

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

（
横
山
梓
）

展
示
作
品
は
す
べ
て
国
宝
！

縄
文
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

時
空
を
超
え
て「
国
の
た
か
ら
」が
集
結

日
中
韓
、自
慢
の
陶
磁
器
が
一
堂
に

こ
れ
を
見
ず
し
て
、「
や
き
も
の
」は
語
れ
な
い
！

◎色
いろ

絵
え

花
か

鳥
ちょう

図
ず

大
おお

深
ふか

鉢
ばち

伊万里（柿右衛門様式）　
江戸時代・17世紀　
東京国立博物館蔵
柔和な白色に描き出される
色絵の世界は、ヨーロッパ
でも高い評価を受けました

◎鼠
ねずみ

志
し

野
の

草
そう

花
か

図
ず

鉢
はち

美濃　安土桃山～江戸時代・
16～17世紀
文化庁蔵
灰色と白のコントラストで草花
を力強く描き表した鉢です

織
おり

部
べ

扇
おうぎ

形
がた

蓋
ふた

物
もの

美濃　江戸時代・17世紀
東京国立博物館蔵
創意性あふれる織部焼の
代表作

◉普
ふ

賢
げん

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

（部分）
平安時代・12世紀
東京国立博物館蔵
象に乗り合掌する、たおやかな
普賢菩薩の姿を、優美な筆致で
描いています

◉袈
け

裟
さ

襷
だすき

文
もん

銅
どう

鐸
たく

伝香川県出土　弥生時代（中期）・
前2～前1世紀　東京国立博物館蔵
動植物や狩猟・農耕の様子が表されるこ
とから、最も有名な銅鐸のひとつです

◉勢
せい

至
し

菩
ぼさ

薩
つ

坐
ざ

像
ぞう

（往生極楽院阿弥陀堂
所在）
平安時代・久安4年（1148）
京都・三

さん

千
ぜん

院
いん

蔵
木彫の勢至菩薩像。体を
前に傾け、極楽浄土より飛
来したさまを示しています
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◉納涼図屛風（部分）　久隅守景筆　江戸時代・17世紀

400年前の家族の情景を淡く優しく描いています

シトキ（首飾り）
北海道アイヌ 19世紀

母から娘に伝えられたアイヌの宝

魚づくし・鮎  歌川広重筆　江戸時代・19世紀

どこかユーモラスな作品。同時期に「鯉」や「木の実、黒鯛、小鯛」など
も展示します

　

瓢ひ
ょ
う

簞た
ん

の
な
る
軒の
き

端ば

の
下
で
、
筵む
し
ろ

を
敷
い
て

夕
涼
み
を
す
る
家
族
。
み
な
無
言
で
月
を
眺
め

て
い
ま
す
。
質
素
な
小
屋
の
近
く
に
は
小
川
が

流
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
一
筋
の
涼
風
も

感
じ
さ
せ
ま
す
。
晩
夏
か
ら
初
秋
へ
と
向
か
う

季
節
、
周
囲
は
既
に
暗
く
な
っ
て
い
て
、
間
も

な
く
夜
の
と
ば
り
が
落
ち
て
く
る
よ
う
な
憂
愁

漂
う
静
か
な
光
景
で
す
。
一
日
の
仕
事
を
終
え

た
家
族
が
、
日
々
の
暮
ら
し
の
辛
さ
や
慌
し
さ

も
忘
れ
、
何
物
に
も
代
え
難
い
時
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
日
常
の
な
か
に
感
じ
る
幸

せ
の
ひ
と
と
き
は
、
４
０
０
年
前
も
今
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。 

（
松
嶋
雅
人
）

　

風
景
画
で
知
ら
れ
る
歌う
た
川が
わ
広ひ
ろ
重し
げ
で
す
が
、
魚

介
図
の
揃
物
も
数
シ
リ
ー
ズ
描
い
て
い
ま
す
。

大
判
錦
絵
の
魚
介
図
と
し
て
は
、
永
寿
堂
版
の

10
枚
揃
い
と
、
そ
れ
に
続
い
て
版
元
・
山
田
庄

次
郎
か
ら
出
版
さ
れ
た
10
枚
揃
い
の「
魚
づ
く

し
」が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
本
図
は
後
者
に

含
ま
れ
ま
す
。「
魚
づ
く
し
」の
魚
は
、
市
場
で

見
か
け
る
食
材
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、

本
図
と「
鯉
」の
図
だ
け
は
水
中
を
泳
ぐ
姿
で

描
か
れ
て
い
ま
す
。
多
摩
川
の
鮎
と
し
て
春
園

静
枝
が「
秋
の
雨
ふ
り
て
も
水
の
か
け
き
よ
く 

さ
ひ
は
み
え
さ
る
玉
川
の
鮎
」の
狂
歌
を
添
え

て
い
ま
す
。 

（
田
沢
裕
賀
）

　

ア
イ
ヌ
の
女
性
が
祭
や
葬
送
の
際
に
身
に
つ

け
る
首
飾
り
は
、
タ
マ
サ
イ
や
シ
ト
キ
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
大
小
の
ガ
ラ
ス
や
金
属
製
の
玉

だ
け
を
連
ね
た
も
の
が
タ
マ
サ
イ
、
玉
と
飾
り

板
を
連
ね
た
も
の
が
シ
ト
キ
で
す
。
飾
り
板
に

は
、
彫
刻
さ
れ
た
木
製
の
板
や
漆
器
に
加
え
、

鍔つ
ば
や
鏡
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
例
は
ガ
ラ
ス
玉
と
、
飾
り
板
と
し
て
花
唐

草
文
が
象ぞ
う

嵌が
ん

さ
れ
た
鍔
を
連
ね
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
材
料
は
、
サ
ハ
リ
ン
を
中
継
地
と
し
た

山さ
ん

丹た
ん

交
易
や
和わ

人じ
ん
と
の
交
易
で
得
ら
れ
た
も
の

で
、
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
の
幅
広
い
交
易
活
動
を

示
す
例
で
も
あ
り
ま
す
。 

（
品
川
欣
也
）

　

高た
か

村む
ら

光こ
う

雲う
ん
は
、
も
と
も
と
栃
の
木
の
、
白
く

銀
光
が
チ
ラ
チ
ラ
す
る
木
目
を
い
か
し
て
年

取
っ
た
白
猿
を
作
る
つ
も
り
で
し
た
。し
か
し
、

自
ら
山
に
入
っ
て
得
た
材
を
彫
り
始
め
て
み
る

と
、
材
が
赤
黒
か
っ
た
の
で
野
生
の
老
猿
に
変

更
し
た
の
が
こ
の
作
品
で
す
。
老
猿
は
鷲
と

戦
っ
た
直
後
で
、
左
手
に
羽
根
を
握
り
、
上
方

を
に
ら
む
鋭
い
視
線
の
先
に
は
逃
げ
て
い
く
鷲

の
姿
が
あ
る
の
で
す
。

　

光
雲
の
動
物
彫
刻
に
は
、
江
戸
時
代
に
は
見

ら
れ
な
い
写
実
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
彫
刻
も

猿
を
借
り
て
モ
デ
ル
と
し
ま
し
た
が
、
岩
に
坐

る
姿
勢
は
、
猿
で
は
な
く
人
の
骨
格
を
も
と
に

し
て
い
ま
す
。 

（
丸
山
士
郎
）

（部分）

7

◎老猿
高村光雲作  明治26年（1893）
シカゴ・コロンブス世界博覧会
事務局

気迫に満ちた猿の
姿をいきいきと描写
した、その写実性に
注目してください

一
日
の
終
わ
り
、

穏
や
か
な
家
族
の
ひ
と
と
き

国
宝 

納
涼
図
屛
風

7
月
8
日（
火
） 

〜
8
月
3
日（
日
）

本
館　
　

室  

国
宝
室

2

思
わ
ず「
ぎ
ょ
っ
」と
す
る
リ
ア
リ
テ
ィ

魚う
お

づ
く
し
・
鮎

6
月
17
日（
火
）〜
7
月
13
日（
日
）

本
館　
　

室  

浮
世
絵
と
衣
装

10

「
祈
り
」の
た
め
の
特
別
な
装
飾
品

シ
ト
キ（
首く

び

飾か
ざ

り
）

〜
7
月
6
日（
日
）

本
館　
　

室  

ア
イ
ヌ
と
琉
球

16

気
迫
あ
ふ
れ
る
近
代
彫
刻
の
傑
作

重
文 

老
猿

〜
7
月
13
日（
日
）

本
館　
　

室  

近
代
の
美
術

18

本館
日本に出会う

総合文化展 ｜ 見どころ案内
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品 名
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製版寸法
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789

国
立
文
化
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構
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京
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6
・
7
月
号

仮 7（ 7 ）
007_入稿.indd   7007_入稿.indd   7 14/05/14   10:4214/05/14   10:42



8

日本美術のあけぼの
―縄文・弥生・古墳

茶の美術

入 

口
出
口

1 ̶ 1

4

本館       室

本館       室
本館       室

4
5

国宝室

茶の美術
武士の装い 
―平安～江戸

特別1室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館　　　 室

3 ̶ 3

3 ̶  2

3 ̶  1

1 ̶  21 ̶  1

日本美術のあけぼの
―縄文・弥生・古墳

仏教の美術
―平安～室町

宮廷の美術
―平安～室町

禅と水墨画
―鎌倉～室町

仏教の興隆
―飛鳥・奈良

2

仏教の美術 
―平安～室町3 ̶ 1

仏教の興隆
―  飛鳥・奈良

1 ̶ 2

◎舎
しゃ

利
り

容
よう

器
き

（石
いし

櫃
びつ

）
奈良時代・8世紀
大阪府茨木市太田三島廃
寺出土  平野捨治郎氏・
太田治三郎氏寄贈
石櫃、金銀製容器、銅製
合子と三重の入れ子式で納
めています

国宝室

2

瑠
る

璃
り

地
じ

染
そめ

付
つけ

蓮
はす

図
ず

水
みず

指
さし

伊万里　江戸時代・17世紀
染付で伸びやかに描かれた
蓮が涼を誘います

8/3 日

古
こ

染
そめ

付
つけ

網
あみ

目
め

魚
ぎょ

文
もん

徳
とっ

利
くり

中国　景徳鎮窯
明時代・17世紀
広田松繁氏寄贈
太鼓形の珍しい形に、明末期に流
行した網目文様が施されています

◎天
てん

狗
ぐ

草
ぞう

紙
し

（延暦寺巻）
（部分）

鎌倉時代・13世紀
驕慢心を持つ僧侶がなると
される天狗。その様子を寺
院の景観とともに描きます

8/31 日7/23 水

７/21 月・祝6/17 火

美
び

人
じん

した円
書く娘

日

7/6 日5/27 火

◉法
ほ

華
け

経
きょう

（久
く

能
のう

寺
じ

経
きょう

）信
しん

解
げ

品
ほん

（部分）
平安時代・12世紀　静岡・鉄舟寺蔵
金銀の切箔や砂子などを散らした料紙が美しい、
装飾経の名品です

8/3 日7/8 火

◉納
のう

涼
りょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

久隅守景筆　江戸時代・17世紀
久隅守景は狩野探幽門下の一
人。本作にはその卓抜した技が
表れています

8/31 日6/17 火

◎樫
かし

鳥
どり

糸
いと

肩
かた

赤
あか

威
おどしの

胴
どう

丸
まる

室町時代・15世紀　
秋田一季氏寄贈
胴に兜・袖を完備した中世
を代表する胴丸で、種々の
技巧の粋を尽くしています

12/7 日

6/17 火

◎巻
まき

貝
がい

形
がた

土
ど

製
せい

品
ひん

縄文時代（後期）・
前2000～前1000年
新潟県村上市上山出土
縄文人の自然に対する畏
敬の念が形となった土製品

◎須
す

恵
え

器
き

 脚
きゃく

付
つき

長
ちょう

頸
けい

壺
こ

古墳（飛鳥）時代・7世紀
三重県鳥羽市答志町
蟹穴古墳出土
川原松蔵氏寄贈
鮮やかな深緑色の自然釉
と調和する、大型であり
ながらも端麗な壺

◎願
がん

文
もん

（部分）
慈円筆　鎌倉時代・貞応3年（1224）
天台座主・慈円が、乱れた臨終を迎えない
ためにと日吉山王権現に奉った自筆の願文

◎阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

像
ぞう

鎌倉時代・14世紀　福島・いわき市蔵
2mを超える大画面ながら、圧迫感を
感じさせない柔和な造形が見事です

6/15 日

3 ̶ 2

宮廷の美術 
―平安～室町

○古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

巻
まき

第
だい

十
じゅう

一
いち

断
だん

簡
かん

（筋
すじ

切
ぎれ

）
伝藤原佐理筆　平安時代・12世紀
羅紋紙に銀泥の筋が入っているため「筋
切」とよばれています

禅と水墨画 
―鎌倉～室町

3 ̶ 3

7/21 月・祝6/17 火

7/21 月・祝6/17 火

◎一
いっ

休
きゅう

和
お

尚
しょう

像
ぞう

（部分）
没倫紹等賛
室町時代・15世紀
岡崎正也氏寄贈
ぼさぼさの髪、伸び放題
の髭。一休の姿が活写
されています

6/15 日

7/21 月・祝6/17 火

◎李
り

白
はく

観
かん

瀑
ばく

図
ず

（部分）
惟肖得巌賛　室町時代・15世紀　個人蔵
室町時代以降、数多く描かれた李白観瀑
図として現存最古の作例です

仏
ぶっ

説
せつ

宝
ほう

雨
う

経
きょう

（天
てん

平
ぴょう

十
じゅう

二
に

年
ねん

五
ご

月
がつ

一
ついたち

日光
こう

明
みょう

皇
こう

后
ごう

願
がん

経
ぎょう

）
（部分）　奈良時代・天平12年（740）
光明皇后が両親の冥福などを祈り書写させ
たもの。蓮華世界が人々を幸せにするとい
う内容の経典です

日本美 術の流れ本美 術の流れ
縄文から江戸まで、ら江戸まで、
ほんものでた どる日本美術史のでた どる日本美術史  

得 意 先

品 名

製版月日

発注コード

製版寸法

品質責任者

校正点検者

天地

左右

789

国
立
文
化
財

機
構

東
京
国
立
博
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館
ニ
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ス　
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号
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9

能と歌舞伎

浮世絵と衣装 ―江戸

入 

口
出 

口

110

5 6

9

本館       室

本館       室

本館　　　 室

本館　　　 室

本館       室

109

7 6

屛風と襖絵
―安土桃山・江戸

能と歌舞伎

暮らしの調度 
―安土桃山・江戸

書画の展開
―安土桃山・江戸

武士の装い 
―平安～江戸

本館       室

特別2室

浮世絵と衣装 
―江戸

8 ̶ 2

8 ̶  1

暮らしの調度 
―安土桃山・江戸8 ̶ 1

7

【衣装】 

【浮世絵】 

1

江戸時代・17～18世紀
個人蔵
石楠花に岩ツツジを
添えて、七寸の小さな
画面にまとめあげて
います

色
いろ

絵
え

石
しゃく

楠
な

花
げ

図
ず

皿
さら

武士の装い 
―平安～江戸

柳
りゅう

樹
じゅ

鷺
さぎ

柄
え

鏡
かがみ

江戸時代・18世紀
徳川頼貞氏寄贈
風そよぐ柳の下、水辺に
憩う鷺が涼しげです

蛇
じゃ

籠
かご

千
ち

鳥
どり

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

江戸時代・18世紀
広田松繁氏寄贈
流水と蛇籠をクローズ
アップした図案は、当時
人気の光琳風

打
うち

掛
かけ

 鼠
ねずみ

地
じ

唐
から

織
おり

花
はな

文
もん

網
あみ

目
め

繫
つなぎ

八
やつ

橋
はし

蝴
こ

蝶
ちょう

模
も

様
よう

江戸時代・19世紀
王朝趣味を感じさせる雅やかな唐織の打掛です

6/1

6/15 日 七
たなばた

夕の短
たん

冊
ざく

を書
か

く美
び

人
じん

鈴木春信筆
江戸時代・18世紀
七夕飾りを背景とした円
窓内に願いごとを書く娘
を描いています

6/17 7/13火 日

○百
ゆ

合
り

　葛飾北斎筆
江戸時代・19世紀
大きく描かれた百合の
花。葛飾北斎が描いた
静物画の代表作です

6/17 8/3火 日

◎山
さん

中
ちゅう

結
けつ

廬
ろ

図
ず

浦上玉堂筆
江戸時代・寛政4年
（1792）
江戸時代後期を代
表する文人画家・玉
堂のみずみずしい山
水図

一
いち

行
ぎょう

書
しょ

江月宗玩筆
江戸時代･17世紀
広田松繁氏寄贈
江戸時代前期の、大徳寺
を復興した江月が宋代の禅
僧の語を書いたもの

7/1 8/3火 日

7/15 8/3火 日

魚
うお

づくし・鯵
あじ

、車
くるま

鰕
えび

歌川広重筆
江戸時代・19世紀
どこ産の魚かだって？　
こいつは活きのいい江戸
の錦絵だよ！

6/15 日
12

6/

◎巻
縄文
前
新潟
縄
敬の

仁
に

王
おう

胴
どう

具
ぐ

足
そく

安土桃山時代・16世紀
朱塗の胴の意匠が、金剛力士像の
体軀を連想させることからこの名が
あります

書画の展開
―  安土桃山・江戸8 ̶ 2

屛風と襖絵 ―  安土桃山・江戸

大
おお

原
はら

御
ご

幸
こう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

（部分）
長谷川久蔵筆　
安土桃山時代・16世紀
建礼門院が京都・大原
に庵を結んで平家一
門の菩提を弔う儚げな
景観

柳
りゅう

橋
きょう

水
すい

車
しゃ

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

筆者不詳  安土桃山～江戸時代・
16世紀末～17世紀初
黄金に包まれる、古来、景勝の
地として知られる宇治の情景

7/1 8/3火 日

6/29 日

6/17 8/24火 日

四季花鳥画帖　
増山雪園筆
江戸時代・天保11年（1840）
伊勢長島6代藩主による
漢詩と花鳥図。大名の美
意識がうかがえます

舞楽装束 還城楽 裲襠　江戸時代・19世紀
左方（唐楽）の「走舞」である「還城楽」では赤系
統の裲襠をまといます

「還城楽」「胡飲酒」を中心に
江戸時代の舞楽装束を展示します。

6/17 8/3火 日

能「加茂」をテーマに江戸時代の
能面・能装束などを展示します。

桐・菖蒲・百合・牡丹など春から初夏に咲
く花の模様を中心に展示します。

夏季に着用する帷子や単衣、
ガラス製の櫛・簪・笄などを展示します。

帷
かたびら

子 浅
あさ

葱
ぎ

麻
あさ

地
じ

山
さん

水
すい

楼
ろう

閣
かく

源
げん

氏
じ

香
こう

文
も

字
じ

散
ちらし

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
絹のように細い麻糸で織られた涼しげな
上布の帷子です

6/15 日

6/29 日

六
ろく ろく ぶ しょう さん

々武将賛（部分）
藤田心海筆　江戸時代・17世紀
古代以来の中国の武将を讃えた詩を
多彩な書体で記しています

6/15 日

唐
から

織
おり

 紅
べに

地
じ

籠
かご

目
め

牡
ぼ

丹
たん

桜
さくら

尾
お

長
なが

鳥
どり

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
若い女性役に着用される唐織は能装束の
華といえます

日日本美 術の流れ本美 術
縄文から江戸まで、縄文から江戸ま
ほんものでた どる日本美術史ほんものでた どる   必見

総合文化展 ｜ 見どころ案内

本館2階

［6月q7月］
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◆
１
期
：
5
月
27
日（
火
）〜
10
月
13
日（
月
）

「
横
河
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

中
国
青
磁
の
す
べ
て
」

　

同
時
期
に
開
催
さ
れ
る
特
集「
日
本
人
が
愛

し
た
官か
ん
窯よ
う

青せ
い

磁じ

」（
本
誌
5
ペ
ー
ジ
参
照
）に
関

連
し
て
、
三さ
ん
国ご
く
か
ら
清し
ん
時
代
に
至
る
間
に
つ
く

ら
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
青
磁
作
品
を
時

代
順
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

「
横
河
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

　

日
本
人
が
愛
し
た
万ば
ん

暦れ
き

・
天て
ん

啓け
い

赤あ
か

絵え

」

　

日
本
人
が
愛
し
た
万
暦
・
天
啓
年
間
の
五
彩

の
名
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
日
本
人
が
茶
器

と
し
て
価
値
を
見
い
だ
し
、
珍
重
し
た
景け
い
徳と
く
鎮ち
ん

民み
ん
窯よ
う
の
器
で
す
。
昭
和
初
期
に
は
鑑
賞
陶
器
と

し
て
も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

◆
2
期
：
10
月
15
日（
水
）〜
12
月
7
日（
日
）

「
横
河
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
宋そ
う

・
元げ
ん

の
や
き
も
の
」

　

中
国
陶
磁
、
そ
の
悠
久
の
歴
史
の
な
か
で
、

も
っ
と
も
力
強
く
活
気
に
満
ち
、
一
方
で
繊
細

か
つ
華
麗
な
表
情
を
み
せ
る
宋
・
元
時
代
の
や

き
も
の
。
こ
の
時
代
に
開
花
し
た
さ
ま
ざ
ま
の

造
形
・
装
飾
技
法
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
3
期
：
2
0
1
5
年
1
月
2
日（
金
）

　

〜
3
月
29
日（
日
）

「
横
河
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―『
甌お
う

香こ
う

譜ふ

』の
世
界
よ
り
」

昭
和
６
年（
１
９
３
１
）、
美
術
評
論
家
と
し

て
知
ら
れ
る
青あ
お
山や
ま

二じ

郎ろ
う（
１
９
０
１
〜
１
９
７

９
）に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
横
河
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
図
録『
甌
香
譜
』の
な
か
か
ら
名
品
を
選
り

す
ぐ
っ
て
展
示
し
ま
す
。

　

横
河
民
輔（
１
８
６
４
〜
１
９
４
５
）は
、

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
日
本

を
代
表
す
る
建
築
家
で
あ
り
、
東
洋
陶
磁
の
世

界
的
な
蒐
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
７
年（
１
９
３
２
）よ
り
博
物
館
に
寄
贈

さ
れ
た
１
１
０
０
点
に
の
ぼ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
は
、
第
一
級
の
名
品
か
ら
研
究
的
価
値
の
高

い
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
の
陶
磁
器
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

生
誕
１
５
０
年
に
あ
た
る
本
年
、
３
期
に
わ

た
っ
て
横
河
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
国
陶
磁
を
特

集
展
示
し
ま
す
。
新
し
い
東
洋
館
で
、
横
河
博

士
が
心
血
を
注
い
で
集
め
た
貴
重
な
作
品
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
三
笠
景
子
）

　

元
時
代
か
ら
清
時
代
に
か
け
て
製
作
さ
れ
た

中
国
染
織
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、
書
画
を

あ
え
て
織
物
や
刺
繡
で
表
現
す
る
こ
と
で
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
当
館
で
は
あ
ま
り
展
示
さ

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た「
染
織
絵
画
」と
い
う
べ

き
珍
品
の
数
々
を
展
示
し
ま
す
。「
寿じ
ゅ

老ろ
う

図ず

」

「
唐か
ら

子こ

図ず

」あ
る
い
は
刺
繡
で
経
文
を
表
わ
し

た
折お
り

帖じ
ょ
う

な
ど
、
染
織
で
表
現
す
る
こ
と
の
意
義

を
考
え
な
が
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
6
月
24
日
か

ら
開
催
さ
れ
る
特
別
展「
台
北 

國
立
故
宮
博

物
院
―
神
品
至
宝
―
」（
本
誌
4
ペ
ー
ジ
参
照
）

で
展
示
さ
れ
る
同
様
の
作
品
と
あ
わ
せ
て
お
楽

し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 
（
小
山
弓
弦
葉
）

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
影
絵
芝
居「
ワ
ヤ
ン
・
ク

リ
」で
は
、
水
牛
の
革
で
作
っ
た
人
形
を
、
ダ

ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
人
形
遣
い
が
夜
ど
お
し
操
演

し
ま
す
。

　

今
年
の
展
示
で
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
叙
事
詩

「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
」と「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」の
双

方
か
ら
、
代
表
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
紹
介
し

ま
す
。
特
に「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」の
人
形
は
当
館

に
４
体
し
か
な
く
、
４
年
ぶ
り
の
公
開
で
す
。

　
「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」の
主
人
公
ロ
モ
ウ
ィ
ジ
ョ

ヨ
は
、
妻
の
シ
ン
ト
を
ド
ソ
ム
コ
に
さ
ら
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
ロ
モ
ウ
ィ
ジ
ョ
ヨ
ら
と
ド
ソ

ム
コ
ら
と
の
戦
い
の
始
ま
り
で
す
。

 

（
白
井
克
也
）

（部分）

五
ご

彩
さい

群
ぐん

馬
ば

文
もん

皿
さら

中国･景徳鎮窯 明時代・17世紀 横河民輔氏寄贈　（1期に展示）
天啓赤絵の名品。小さく限られた空間に、馬が遊ぶ様子がのびやかに描
かれます

◎白
はく

磁
じ

鳳
ほう

首
しゅ

瓶
へい

中国 唐時代・7世紀 横河民輔氏寄贈（3期に展示）
異国情緒ただよう唐時代の白磁瓶。この形は西域のガラス器に倣ったもの
です

仏
ぶっ

説
せつ

無
む

量
りょう

寿
じゅ

仏
ぶつ

経
きょう

刺
し

繡
しゅう

　
中国　清時代・18～19世紀

絹の黒糸で刺繡された経文…！
実物を見なければわかりません

ワヤン・クリ　
ロモウィジョヨ
インドネシア、中部ジャワ  
20世紀　横山平四郎氏寄贈

「ラーマーヤナ」の主人公。
100年以上前に作られた、
日本国内では貴重な作品

①

②

②

①

チ！

保
存
と
修
理
情
報
23

1010

　
　

  「
中
国
の
陶
磁
」

東
洋
陶
磁
の
世
界
的
蒐
集
家

横よ
こ

河が
わ

民た
み

輔す
け

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　

  「
中
国
の
染
織
」

こ
れ
が
刺
繡
で
書
か
れ
て
い
る
の
?!?!

織お
り

繡ぬ
い 

珍
品
選

6
月
10
日（
火
）〜
9
月
7
日（
日
）

　
　

  「
ア
ジ
ア
の
民
族
文
化
」

美
し
い
の
は
、
影
だ
け
で
は
な
い

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ワ
ヤ
ン

7
月
8
日（
火
）〜
9
月
28
日（
日
）

● 

平
成
館

企
画
展
示
室

  

東
洋
東
洋

55
東洋館東洋館

室

  れ
が
れ
が

55
東洋館東洋館

室

   

1313
東洋館東洋館

室

東洋館
アジアを旅する

総合文化展 ｜ 見どころ案内
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す
ぐ
っ
て
展
示
し
ま
す

 

（
小
山
弓
弦
葉
）

　

銅
鋳
造
で
成
形
し
、
表
面
に
鍍と

金き
ん
・
鍍と

銀ぎ
ん
し
た
、

50
㎝
ち
か
い
大
型
の
水
瓶
。
し
も
ぶ
く
れ
の
胴
か

ら
長
い
首
が
立
ち
上
が
り
、
そ
の
先
を
竜
の
頭
の

形
に
作
っ
て
い
ま
す
。
竜
の
口
は
あ
ご
の
部
分
で

留
め
ら
れ
て
お
り
、
開
閉
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
竜
の
後
頭
部
と
胴
に
は
、
細
長
い
弦つ
る

状
の
把は

手し
ゅ
を
渡
し
、
胴
部
に
は
、
有
翼
の
天
馬
を

線
刻
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
鳥
獣
形
の
首
と
把
手
を
も
っ
た
器

　

小
学
校
の
教
科
書
に
必
ず
載
っ
て
い
る
の
で
、

伊
能
忠
敬
の
名
前
は
皆
さ
ん
ご
存
知
か
と
思
い
ま

す
。
で
も
伊
能
忠
敬
が
作
っ
た
日
本
地
図
の
実
物

を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
実
は
ト
ー
ハ
ク
に
は
伊
能
忠
敬
の
地

図
が
あ
る
の
で
す
。
な
か
な
か
展
示
の
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
久
し
ぶ
り
に
ま
と
め
て
披
露
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
ご
家
族
皆

さ
ま
で
、
そ
の
大
き
さ
と
美
し
さ
を
実
感
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
6
月
4
日（
水
）か
ら
は
、
Ｔ
Ｎ
Ｍ
＆
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア
タ
ー
で
伊
能
図

の
魅
力
が
よ
り
楽
し
め
る
新
コ
ン
テ
ン
ツ「
伊
能
忠

敬
の
日
本
図
」を
上
演
し
ま
す（
本
誌
14
ペ
ー
ジ
参

照
）。
夏
休
み
期
間
中
は
小
中
学
生
は
無
料
で
す
！ 

こ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

（
田
良
島
哲
）

は
西
域
に
起
源
が
あ
り
、
竜
や
天
馬
な
ど
も
異
国

情
緒
を
漂
わ
せ
ま
す
が
、
近
年
の
研
究
で
日
本
製

の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
胴
部
の
墨

書
か
ら
、
法
隆
寺
内
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
北
堂

の
仏
像
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

 

（
伊
藤
信
二
）

ワ
ロ
イ
20

「ラ
10
日

◎ 九州沿海地図　
第10

伊能忠敬作
江戸時代・19世紀

縮尺36000分の1の
「大図」。忠敬たちの
足跡をつぶさにたど
れます

◉竜首水瓶
飛鳥時代・7世紀

教科書でもお馴染
み、法隆寺献納宝
物の金工品を代表
する作品

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
終
え
、

4
月
15
日
よ
り
本
館
17
室「
保
存

と
修
理
」が
装
い
を
新
た
に
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
注
目
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
が
、
展
示
室
壁
沿

い
に
置
か
れ
た
白
い
棚
で
す
。
こ

れ
は
実
際
に
収
蔵
庫
の
中
で
作
品

を
収
納
す
る
た
め
に
使
っ
て
い
る

棚
を
、
で
き
る
限
り
忠
実
に
再
現

し
た
も
の
で
す
。
一
見
す
る
と
特

殊
な
棚
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
実

は
、
作
品
を
長
期
間
安
全
に
保
管

す
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
工
夫
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
室
で
じ
っ

く
り
ご
覧
い
た
だ
く
と
、
例
え
ば

地
震
の
被
害
を
予
防
す
る
工
夫
を

幾
つ
か
見
つ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
倒
壊
防
止
の
た
め
収
納
棚
を

床
に
固
定
す
る
、
作
品
の
落
下
防

止
の
た
め
に
金
網
戸
を
付
け
る
、

と
い
っ
た
対
策
を
解
説
パ
ネ
ル
と

と
も
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

実
際
の
収
蔵
庫
は
こ
う
し
た
収

納
棚
が
幾
つ
か
繫
が
っ
て
列
を
な

し
、
そ
の
列
が
何
十
と
並
ん
で
い

る
広
い
空
間
で
す
。
17
室
の
収
納

棚
の
前
に
立
っ
て
収
蔵
庫
を
想
像

し
、
収
納
棚
が
作
品
の
保
存
を
支

え
る
大
事
な
役
割
を
担
う
こ
と
を

ぜ
ひ
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

（
和
田
浩
）

新
生
17
室
の
注
目
展
示「
収
納
棚
」

10 0 0 年後の未来に    バトンタッチ！

A）　本館17室の「収納棚」
B）　棚の下には清掃用の空間を設けています
C）　資料の落下を防ぐ金網戸
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A

B C

1111

6
月
24
日（
火
）〜
8
月
17
日（
日
）

● 

平
成
館　

企
画
展
示
室

江
戸
時
代
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特
集

「
伊い

能の
う

忠た
だ

敬た
か

の
日
本
図
」

●
法
隆
寺
宝
物
館　

第
5
室

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
！ 

で
も
実
は
日
本
製
？

国
宝 

竜り
ゅ
う

首し
ゅ

水す
い

瓶び
ょ
う

平成館
特集で遊ぶ

総合文化展 ｜ 見どころ案内

法隆寺宝物館
宝物に浸る

総合文化展 ｜ 見どころ案内

通
年　
※
10
月
15
日（
水
）〜
12
月
7
日（
日
）は

 

「
日
本
国
宝
展
」で
展
示
予
定
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教育普及事業

に電話

話
名

田園詩人、久
く
隅
すみ
守
もり
景
かげ
の納涼図

日時：7月25日（金）　18：30～19：00
本館2室（国宝室）
講師：山下善也（絵画・彫刻室主任研究員）
はじめ狩野探幽の高弟で、農村を描く絵画に
個性を開花させた久隅守景。代表作「納涼図」
から湧きあがる「癒しの世界」を味わいます。
＊関連展示：本誌7ページ

経塚というタイムカプセル
日時：7月29日（火）　14：00～14：30
平成館考古展示室
講師：井出浩正（考古室研究員）
末法の世に備え、平安時代から
江戸時代にかけて造られた経
塚。経塚から出土した品々を中
心にご紹介します。

［往復はがき］事前申込制

連続講座「国宝」
「日本国宝展」（本誌6ページ参照）をより楽しんでいただくための講座です。当館
研究員と館外の講師が日本国宝展出品作品を中心に、国宝にまつわる話をします。

8月8日（金）　13：00～16：15
「日本国宝展と工芸の国宝」  伊藤信二（当館広報室長）
「絵画の国宝1号－トーハクと国宝の絵画」
　沖松健次郎（当館保存修復課主任研究員）

8月9日（土）　13：00～16：15
「七不思議！ 国宝元興寺五重小塔」
　高橋平明（公益財団法人元興寺文化財研究所研究員）
「指定制度と仏像・神像の国宝」　川瀬由照（文化庁文化財部美術学芸課）
「国宝彫刻の修理」　藤本靑ー（美術院国宝修理所所長）

8月10日（日）　13：00～16：15
「発掘の成果と国宝」 　品川欣也（当館考古室研究員）
「美と歴史を語る国宝の書」　田良島哲（当館調査研究課長）

会場：平成館大講堂　定員：380名（事前申込制、応募多数の場合抽選）
聴講料：無料（ただし、初日の入館料は必要。2日目以降は初日の受付時にお渡
しする受講券で入館いただけます。なお、受講券で特別展には入場できません。）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に①参加者（2名まで）の氏名・ふりがな、
②代表者の郵便番号・住所・電話番号を、「返信用表面」に郵便番号・住所・氏
名を明記の上、下記申込先にお送りください。
＊1枚の往復はがきで最大2名の申込可。
申込先：〒110-8712  東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館  教育講座室「連続講座」係　申込締切：7月1日（火）必着

東京藝術大学大学院インターンによるギャラリートーク

「突
とっ
起
き
装
そう
飾
しょく
坏
はい
ができるまで―作ってみてわかったこと―」

本館19室で展示している突起装飾坏の制作工程模型についてのギャラ
リートークです。作ってみて初めてわかった造形的な特徴や技術的な問題
について、制作したインターンがご説明します。

日時：6月29日（日）、7月9日（水）・26日（土）、8月6日（水）・24日（日）・
27日（水）（スライドトーク）、9月10日（水）・13日（土）・14日（日）、10月
19日（日）・25日（土）　いずれも15：30～15：50
会場：本館19室　みどりのライオン 体験コーナー （教育普及スペース）
集合：本館1階エントランス
解説者：平成 25年度東京藝術大学大学院インターンシップ 調査研究班
6月29日（日） 近岡令（美術研究科ガラス造形研究室）・岡田麻里恵（同漆
芸研究室）
7月9日（水） 治部亜美香（同ガラス造形研究室）・日暮花里（同漆芸研究室）
7月26日（土） 治部亜美香・岡田麻里恵

知る楽しみ、学ぶ喜び

講座・講演会・解説

講演会
月例講演会「高

たか
雄
お
曼
まん
荼
だ
羅
ら
―金銀で描かれた密教の世界」

日時：6月7日（土）　13：30～15：00
講師：沖松健次郎（保存修復室主任研究員）・安藤香織（徳川美術館学芸員）
日本密教の祖・空海が制作を指揮した現存最古の巨大な曼荼羅。その魅力に
迫ります。

月例講演会「伊
い
能
のう
忠
ただ
敬
たか
の日本図」

日時：7月19日（土）　13：30～15：00
講師：田良島哲（調査研究課長）
伊能忠敬の名前は有名ですが、彼の地図を見る機会はなかなかありません。
忠敬の日本図の特色とその美しさについてお話しします。
＊関連展示：本誌11ページ

※ 会場は平成館大講堂、定員380名（先着順）、聴講無料（ただし、当日の入館料が必要）。
※開場は開始の30分前（予定より早める場合もございます）。

ギャラリートーク
考古展示が語る日本の歴史時代
日時：6月10日（火）　14：00～14:30
平成館考古展示室
講師：田島太良（登録室アソシエイトフェロー）
歴史時代の考古資料を通して、「日本史上のできごと」を読み取ります。

人の頭を２つもつ鳥の話
日時：6月17日（火）　14：00～14：30
東洋館シアター
講師：勝木言一郎（出版企画室長）
トーハクには、共命鳥（ぐみょうちょう）
という人の頭を２つもつ鳥の像があ
ります。西域で収集されたこの不思
議な鳥について解説します。
＊関連展示：本誌前号10ページ

海外に渡った縄文土器
日時：6月24日（火）　14：00～14：30　
東洋館シアター
講師：鈴木希帆（登録室アソシエイトフェロー）
海を渡って海外の美術館や博物館に収蔵された縄文土器と、当館所蔵の縄
文土器の関係についてお話します。

トーハクの石
ざくろ
榴

日時：7月1日（火）　14：00～14：30
東洋館シアター
講師：川村佳男（平常展調整室主任研究員）
台北故宮に白菜あれば、トーハクに石榴あり。特別展「台北 國
立故宮博物院―神品至宝―」での「翠玉白菜」の公開に関連し
て、東洋館9室で展示する「瑪瑙石榴」の魅力を紹介します。
＊関連展示：本誌5ページ

鎌倉彫刻の魅力
日時：7月8日（火）　14：00～14:30
本館11室
講師：西木政統（絵画・彫刻室アソシエイトフェロー）
鎌倉時代の彫刻の持つ魅力とは。「リアル」に注目しつつ、その造形表現や制
作技法の特色についてお話します。　＊関連展示：本誌 3ページ

インドネシアのワヤン
日時：7月15日（火）　14：00～14：30　東洋館13室
講師：白井克也（考古室長）
インドネシアの影絵人形（ワヤン）に表わされた「マハーバーラタ」や「ラーマー
ヤナ」の登場人物を紹介します。　＊関連展示：本誌10ぺージ

樹

）
郵
人
申

ラ

◉納涼図屛風
久隅守景筆  江戸時代・17世紀

共命鳥　5世紀
中国・ヨートカン
大谷探検隊将来品

気持ち
悪いような…
かわいいような…

もー。
トーハクくんは
寝てばっかり！

の縄

ザクロだけに
きになる
4 4 4 4

ん
だほ！

久隅守

　　
　　
ぼく
も

タイ
ムカ
プセ
ルで

ひと
眠り
する
ほー
。
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＊「東洋館シアター」とは、TNM&TOPPANミュージアムシアターのことです。
＊ 事前申込プログラムにお申込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。実施日の3日前までに受講可否の返答がない場合は、通信トラブルの可能性もありますので、各申込先に電話
でお問合せください。TEL：03-3822-1111（代表）
＊各種催し物にご応募の際に提供いただいた個人情報は、当該の目的でのみ使用させていただきます。終了後はすみやかに破棄します。

五感を使った美術体験

ワークショップ
［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

おとなのためのワークショップ
「季節のもようのお皿づくり」
日本人は四季を楽しみ、季節の草花や行事
などをデザインしてさまざまなものを造形し
てきました。季節感を大切にしてきたとも
いえるでしょう。当日に展示されている作
品に表された季節のモチーフをヒントに、
お皿をデザインしてみませんか？
日時： ①7月4日（金）17：30～19：30

②7月5日（土）10：00～12：00
会場：本館地下  みどりのライオン （教育普
及スペース）
対象：①②ともに一般（高校生以上）
定員：①②ともに20名（応募者多数の場合抽選）
参加費：無料（ただし当日の入館料が必要、
後日作品受取にかかる費用はご負担いただきます。）

申込方法：当館ウェブサイトの申込フォームもしくは往復はがきでお申込みく
ださい。往復はがきの場合には、「往信用裏面」に（1）参加者全員（2名まで）
の氏名・ふりがな・年齢、（2）代表者の郵便番号・住所、（3）代表者の電話
番号、（4）参加希望日を、「返信用表面」に代表者の郵便番号・住所・氏名
を記入の上、下記申込先へお送りください。
＊1回の入力あるいは1枚のはがきで、
①②のどちらか一方のみ申込可。2名まで。
申込先：〒110-8712  東京都台東区上野
公園13-9  東京国立博物館教育普及室
「お皿ワークショップ」係
締切：①②ともに6月12日
（木）必着　

＊制作には絵付け用のサ
インペンを使用します。
作品は後日、焼成後に
お渡しします。ご来館の
うえでのお渡し、もしく
は着払いでの発送のどち
らかをワークショップ当
日お選びいただきます。

月

月

考

人

海

鎌

イ

あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業
［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

こどもたちのアートスタジオ・アートスタジオ
「根付作り」
本館10室と高円宮コレクションの根付を見学した後に、焼くとかたまる樹
脂でできた粘土で根付を制作します。完成品はお持ち帰りいただけます。
日時：①8月3日（日）　②9月7日（日）　いずれも13：30～15：30
会場：本館地下　みどりのライオン （教育普及スペース）
対象： ①小学校3年生～中学生（保護者の方の見学も可能です）

②一般（高校生以上）
定員：20名程度（応募者多数の場合には抽選）
参加費：無料（ただし、一般および保護者の方は当日の入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトの申込フォームもしくは往復はがきでお申込みく
ださい。往復はがきの場合には、「往信用裏面」に（1）参加者全員（2名まで）
の氏名・ふりがなと①の場合は学年・②の場合は年齢、（2）参加者全員の郵
便番号・住所、（3）代表者の電話番号、（4）①で保護者同伴の場合はその人
数を、「返信用表面」に代表者の郵便番号・住所・氏名を明記の上、下記申
込先にお送りください。
＊1回の入力あるいは1枚のはがきで、2名まで申込可。
申込先：〒110-8712  東京都台東区上野公園13-9　東京国立博物館ボラ
ンティア室　①「8月3日根付作り」、または②「9月7日根付作り」係
申込締切： ①7月7日（月）必着　②8月4日（月）必着

根付の見本　カラフルな作品ができます

初夏から夏にかけてのモチーフを
デザインしたお皿です

七夕の短冊を書く美人
鈴木春信筆　江戸時代・18世紀
本館10室　6月17日（火）～7月13
日（日）まで展示
たとえばこんな作品からデザイン
してみましょう

写真はイメージです

パパもママもゆっくり展覧会が見られるわね

本館には
季節にちなんだ
作品がいっぱい！

ふふふ。

ボクは5歳
だから

利用可能
なんだほ！

4月15日オープンの正門プラザ内に託児室ができました。経験豊富なス
タッフが責任を持ってお子様をお預かりします。併設の授乳室は開館時間
中いつでも利用可能。ご利用の際は正門プラザ内インフォメーションまで
お声がけください。

東京国立博物館託児サービス
場所：正門プラザ内託児室　対象年齢：3ヶ月以上～未就学児
実施日：原則毎月第1、第3土曜日、第2、第4水曜日（都合により実施日
程は変更となる場合があります。）
託児時間：事前予約制　12：30～15：30（受付は12：30～）
利用料金：0歳児（3ヶ月以上）～1歳児…2,000円　2歳児以上…1,000円
お問合せ先：株式会社マザーズ　TEL：0120-788-222
（受付時間　平日10：00～17：00　ただし12：00～13：00を除く）

正門プラザ内に託児室・授乳室が完成！
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日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
大日本印刷株式会社 様
毎日新聞社 様
株式会社 大林組 様
朝日新聞社 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞社 様
三菱商事株式会社 様
凸版印刷株式会社 様

TBS 様
株式会社 精養軒 様
株式会社 三冷社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 東京美術 様
株式会社 鶴屋吉信 様
日本通運株式会社 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様
松本建設株式会社 様
株式会社 古美術藪本 様

特別会員 維持会員団体 

維持会員個人
木村 則子 様
髙木 聖鶴 様
早乙女 節子 様
伊藤 信彦 様
井上 萬里子 様
䉤内 匡人 様
服部 悦子 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
佐々木 芳絵 様
藤原 紀男 様
中川 俊光 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様
上久保 のり子 様
櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様

池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
久保 順子 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
帖佐 誠 様
飯岡 雄一 様
峯村 協成 様
牧 美也子 様
髙瀬 正樹 様
坂井 俊彦 様
寺浦 信之 様
高木 美華子 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
松本 澄子 様
是常 博 様
上野 孝一 様
北山 喜立 様

山田 泰子 様
野口 知子 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
岡田 博子 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
川澄 祐勝 様
神通 豊 様
永久 幸範 様
五十嵐 良和 様
石川 公子 様
池田 真 様
青山 千代 様
藤崎 英喜 様
永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
辻 泰二 様
竹下 佳宏 様

野澤 智子 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様
脇 素一郎 様
秦 芳彦 様
木谷 騏巳郎 様
髙梨 兵左衛門 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
堤 勝代 様
平井 千惠子 様
青山 道夫 様
髙橋 靜雄 様
田中 千秋 様
小西 晫也 様
澁谷 洋志 様
清川 勉 様
仙石 哲朗 様
中井 伸行 様
田中 望 様
三井 速雄 様

坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
篠田 喜弘 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様
大森 雅子 様
細川 要子 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
上塚 建次 様
鏡 賢志 様
高久 真佐子 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
谷川 紀彦 様
山口 隆司 様

原 一之 様
会田 健一 様
桐畑 政義 様
相良 多恵子 様
熊谷 勝昌 様
鈴木 徹 様
今里 美幸 様
櫻井 恵 様
伊佐 健二 様
福井 一夫 様
軽部 由香 様
木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
岡 靖子 様
古川 晴紀 様
菊地 昌弌 様
岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
鈴木 春朝 様
山上 知子 様

ブルガリ ジャパン株式会社 様
公益財団法人 東芝国際交流財団 様
日本写真印刷株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
シティバンク銀行株式会社 様
株式会社 ミュージアムスタイルカフェ 様
株式会社 東芝 様
株式会社 みずほ銀行 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様

謙慎書道会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様
株式会社 東京書芸館 様
インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様
有限会社 システム設計 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様
株式会社 小西美術工藝社 様
公和図書株式会社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様

INFORMATION

東京国立博物館賛助会員　2014年4月23日現在

名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
樽本 英信 様
本條 陽子 様
西原 賢一 様
加藤 康幸 様
安田 格 様
原田 清朗 様
筑紫 みずえ 様
鳥山 玲 様
尾﨑 邑鵬 様
山本 雅司 様
倉片 康雄 様
栗山 哲夫 様
山根 宗芳 様
梅本 聖 様
榎本 享世 様
田頭 一舟 様
岡田 良雄 様
阿部 和加子 様

株式会社 育伸社 様
株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 様
光村図書出版株式会社 様
株式会社 アクト・ヒューマンリード 様
キョーリン製薬ホールディングス株式会社 様
株式会社 資生堂 様
株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
株式会社 デュナミス 様
キッコーマン株式会社 様
公益社団法人 創玄書道会 様

朝陽書道会 様
一般社団法人 書芸文化院 様
株式会社 都市環境企画 様
全日本空輸株式会社 様
楽天銀行株式会社 様
株式会社 ケンエレファント 様
株式会社 清光社 様
有限会社 アトリエ・エビス 様

井茂 圭洞 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
山田 浩一 様
秋元 あかね 様
笹森 美子 様
高橋 明子 様
村井 明美 様
久保田 哲暁 様
小塚 泰博 様
星 八郎 様
星 弘道 様
熊谷 潤子 様
西永 義久 様
田中 節山 様
髙木 聖雨 様
田浦 宏己 様
山中 翠谷 様
荒木 章 様
稲岡 稔 様

関口 大志 様
山口 登 様
栁村 衛 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
佐藤 貴士 様
横田 隆義 様
新保 幸男 様
山田 伊知郎 様
田中 章 様
中野 俊介 様
手塚 眞由美 様
井出 宗則 様
土屋 和彦 様
碓田 榮一 様
加納 隼人 様
林 和人 様
清水 透石 様
持田 隼人 様
野本 陽代 様
福田 倫子 様

佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
谷内 英一 様
杭迫 柏樹 様
稲川 コウ 様
樋口 頴一 様
吉永 喜代子 様
長嶋 益子 様
富山 仁美 様
鴇 晃秀 様
藤本 勝司 様
冨士原 亨 様
髙山 真行 様
渡辺 婦美 様
桂木 明夫 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
李 雲莉 様
供田 扶美 様
福武 正廣 様
江幡 真史 様

石原 正之 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様
真瀬 宏司 様
中山 英典 様
伊藤 彰信 様
小林 浩和 様
加藤 正叙 様
蔵口 真理 様
田中 文雄 様
宮下 雅博 様
川上 宗雪 様
一川 毅彦 様
田代 雅彦 様
昆 政彦 様
中村 伸夫 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様
松橋 優 様
宮川 寛子 様
佐野 淑子 様

中村 政憲 様
中村 光宏 様
小野 透 様
菅野 良子 様
中田 公人 様
中島 米治郎 様
田中 久丸 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様
石飛 博光 様
清原 真里 様
角田 保行 様
谷口 敏枝 様

ほか76名3社
順不同

東京国立博物館賛助会員募集のご案内
東京国立博物館では賛助会制度を設け、当館の活動を幅広く
ご支援いただいております。賛助会員よりいただいた会費は、
文化財の購入・修理、調査研究、総合文化展の充実、施設整
備等にあてております。どうか賛助会の趣旨にご理解ご賛同を
いただき、ご入会くださいますようお願い申し上げます。

入会日より1年（入会月の翌年同月末日
まで）有効。

◉年会費
〈団体〉　 プレミアム会員　1000万円以上／

特別会員　100万円（1口）／
維持会員　20万円

〈個人〉　 プレミアム会員　100万円以上／
特別会員　20万円／維持会員　5万円

◉主な特典
●特別展の内覧会にご招待
●東京国立博物館ニュースの送付

◉申込方法
当館窓口のほか、当館ウェブサイト（クレジット
カード決済）、銀行振込で随時受け付けています。

◉お問合せ
東京国立博物館総務部　賛助会担当
TEL：03-3822-1111（代）

東京国立博物館　ファミリーコンサート

～クラリネットだけの珍しい編成でお届けする名曲の数々～
日時： 6月8日（日）

①開場12：30　開演13：00　②開場14：30　開演15：00
会場：平成館ラウンジ
出演：（演奏）東京クラリネット・クワイアー（指揮）稲垣征夫
曲目：歌劇「ザンパ」序曲　作曲：L.J.F.エロール/編曲：稲垣征夫
ワルツ「春の声」　作曲：J.シュトラウスⅡ/編曲：磯崎敦博　ほか
料金：無料（ただし当日の入館料は必要）＊事前予約不要　先着200名
主催：東京国立博物館　東京クラリネット・クワイアー
協賛：上野のれん会　東京国立博物館ミュージアムショップ
＊各イベントの詳細は、当館ウェブサイトでご確認ください。
＊お車でのご来館はご遠慮ください。

東京国立博物館　初夏のコンサート

～2本のチェロ～
日時：6月22日（日）　開場14:00　開演14: 30
会場：平成館ラウンジ
出演： 堀了介（チェロ）、堀沙也香（チェロ）、百武恵子（ピアノ）、鷲見恵理子
（ヴァイオリン）

曲目：歌の翼　作曲：メンデルスゾーン / 編曲：名田綾子
　　 アヴェ・マリア　作曲：カッチーニ / 編曲:名田 綾子　ほか
料金：5,000円　友の会・賛助会割引　4,500円　全席自由
＊当日は、コンサートチケットで、総合文化展をご観覧いただけます。

主催：東京国立博物館　サロン・ド・ソネット　

〈チケットのお求め方法〉
○当館正門チケット売場でのチケット販売
　受付時間：開館日の9：30～閉館の30分前まで
○電話予約販売

　申込先：東京国立博物館　総務課イベント担当　TEL：03-3821-9270
　受付時間：月曜日～金曜日　9：30～ 17：00（土日・祝休日は除く）
　引換方法：公演当日、9：30～当館正門チケット売場にて現金引換え

臨時休館
6月3日（火）は電気設備等保守点検のため、臨時休館します。

法隆寺宝物館を一時休館します
法隆寺宝物館は展示環境整備のため、6月2日（月）～ 6月30日（月）の間、
休館します。また、法隆寺宝物館1階のホテルオークラ ガーデンテラスも同
期間、お休みします。

特別展「台北 國立故宮博物院―神品至宝―」
チケットプレゼント

本誌5ページでご紹介した特別展「台北 國立故宮博物院―神品至宝―」
（6月24日〈火〉～9月15日〈月・祝〉）のご招待券を抽選で10組20名様にプ
レゼントします。締切は7月28日（月）必着。

＊プレゼントの応募方法
はがきに住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、職業、ならびにこの号で
一番面白かった企画をご記入のうえ、下記までお送りください。発表は
発送をもって替えさせていただきます。
〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9　東京国立博物館　
広報室「ニュース6・7月号」プレゼント係
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TOKYO NATIONAL MUSEUM (Ueno Park)
東京国立博物館平成館

本館特別5室

開館時間：午前9時30分～午後5時 ＊金曜日および『翠玉白菜（会場：本館
特別5室）』展示期間［6月24日㊋～7月7日㊊］は午後8時まで、土・日・祝日は午後
6時まで開館 ＊入館は閉館の30分前まで　休館日：7月14日㊊、7月22日㊋、7月
28日㊊、8月4日㊊、9月1日㊊、9月8日㊊ ＊ただし、6月30日㊊、7月7日㊊、8月18日
㊊、8月25日㊊は、特別展会場のみ開館。総合文化展（本館、東洋館、法隆寺宝
物館、平成館1階、表慶館）は閉室。　特別後援：日華議員懇談会　主催：東京
国立博物館、國立故宮博物院、ＮＨＫ、ＮＨＫプロモーション、読売新聞社、
産経新聞社、フジテレビジョン、朝日新聞社、毎日新聞社、東京新聞 特別協力：ＴＢＳ、
テレビ朝日、日本テレビ放送網、共同通信社　協力：チャイナ エアライン（中華航空）

無料観覧券 ［非売品］

本券で総合文化展もご覧になれます。 無料観覧券  非売品

TNM & TOPPANミュージアムシアター

［6月～7月上演作品］
◇  ～ 7月13日（日）　『キトラ古墳』
◇6月4日（水） ～ 9月28日（日） 『伊能忠敬の日本図』
◇7月16日（水） ～ 12月7日（日） 『土偶』

料金：一般・大学生・高校生：500円、小学生・中学生：300円、未就学児、障がい
者及び同伴者1名：無料（1作品/1回あたり）
＊夏休みキャンペーン期間中は小中学生の鑑賞料金は無料。
　詳細はウェブサイトをご覧ください。
＊総合文化展とセット購入で一般：1,000円 /大学生800円
＊所要時間は約40分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊詳細はウェブサイトをご覧ください。　URL http://www.toppan-vr.jp/mt/
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東京国立博物館利用案内

開館時間： 
9：30～17：00（入館は閉館の30分前まで）

● 2014年 3月28日（金）～12月の特別展開催期間中の
金曜日、6月 24日（火）～ 7月7日（月）は 20：00まで、
2014年3月29日（土）～12月7日（日）の土・日曜、祝・休
日は18：00まで開館

休館日：
月曜日（祝日・休日にあたる場合は開館、翌火曜
日休館 ）、年末年始（ 2014年12月24日～
2015年1月1日）
2014年6月3日（火）は臨時休館
ただし、2014年4月28日（月）、8月11日（月）は開館。
6月30日（月）、7月7日（月）、8月18日（月）、8月25日
（月）は特別展会場のみ開館。

総合文化展観覧料金
一般＝620（520）円、大学生＝410（310）円
●（　　）内は20名以上の団体料金
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、
高校生以下および18歳未満の方は無料

最新情報は、ウェブサイト、Facebook、
Twitter、メールマガジンで！
東京国立博物館ウェブサイト
http://www.tnm.jp/

東京国立博物館ニュースの定期購読のご案内
年間（ 6冊分）を1,000円の送料・事務費でご自宅に
お届けします。パスポート・ベーシックと同時申込みで
100円割引（会員期間と同一期間の購読に限る）。

◉お申込みは当館窓口、ウェブサイトまたは
　郵便振替で（継続は1ヶ月前から申込み可）

［ウェブサイト］
申込フォームおよびクレジットカードによる電子決済を
ご利用いただけます。
［郵便振替］
加入者名（振替先）東京国立博物館パスポート＆ニュース
口座番号00140-1-668060

● 振替用紙に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話
番号を楷書でご記入ください。
● 振替用紙の半券が領収書になります。1年間保管し
ておいてください。
●振替手数料はお客様負担となります。
● 次号よりご送付希望の場合、締切は2014年7月10
日（木）です。

東京国立博物館友の会＆パスポート

友の会 　発行日から1年間有効

年会費10,300円
※ 継続入会（パスポート・ベーシックを含む）の場合は9,800円

【特典】 東京・京都・奈良・九州国立博物館の総合文
化展・平常展を何度でも観覧可能。特別展観覧券（12
枚）の配布、そのほか本誌の定期郵送など様々な特
典があります。

パスポート  　発行日から1年間有効

一般 4,100円　29歳以下 3,000円　学生 2,500円

【特典】 東京・京都・奈良・九州国立博物館の総合文
化展・平常展を何度でも、特別展は1回ずつ計6回ま
で観覧可能です。

ベーシック  発行日から1年間有効

一般 1,500円　29歳以下 1,100円　学生 900円
【特典】 東京国立博物館の総合文化展を何度でも観
覧できます。

◉お申込みは当館窓口、ウェブサイトまたは
　郵便振替で（継続は1ヶ月前から申込み可）
［ウェブサイト］
申込フォームおよびクレジットカードによる電子決済を
ご利用いただけます。
［郵便振替］
● 振替用紙に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話
番号・職業・年齢・性別・メールアドレスを楷書でご記
入ください。
● 振替用紙の半券が領収書になります。会員証等が
届くまで保管しておいてください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2
週間程度かかります。

友の会
加入者名（振替先）東京国立博物館友の会
口座番号00160-6-406616

● 振替用紙には申込区分（新規・継続）を記入し、［継
続］の方は、有効期限内の会員証等のコピーを郵
送またはFAXでお送りください。

パスポート、ベーシック
加入者名（振替先）東京国立博物館パスポート＆ニュース
口座番号00140-1-668060

● 振替用紙に申込区分（［パスポート・ベーシック］［一般・
29歳以下・学生］）を記入し、［29歳以下］・［学生］の
方は、年齢のわかる身分証明証または生徒手帳か学
生証のコピーを郵送またはFAXでお送りください。

◉お問合せ　
電話03-3822-1111（代）　友の会・パスポート担当
FAX 03-3821-9680

＊ 各種お申込に際してご提供いただいた個人情報は、当該目的に
のみ使用させていただきます。当館は個人情報に関する法令を
遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽くします。

TOPICS

表紙：◉納涼図屛風（部分）　久隅守景筆　江戸時代・17世紀（詳細は本誌 7ページ）、ほか

「博物館に初もうで」広告ビジュアルが
毎日広告デザイン賞準部門賞を受賞

2014年1月の「博物館に初もうで」の新聞広告「め
でたい」が、毎日広告デザイン賞の流通・サービ
ス部門で準部門賞を受賞しました。3年連続の
受賞となります。メインビジュアルは2尾の鯛。贈
り物にかける大きな袱紗に描かれた吉祥模様で
す。さらに、北斎の宝船の絵を添えて、めでたい
初夢もプレゼントしました。デザイン制作に携
わった方 、々また、初もうでにご来館いただいた
お客様に、改めて感謝を申し上げます。
受賞作品（新聞広告）
クリエイティブディレクター：岡田圀孝、アートディレクター：北川潤一

2007年度から2010年度にかけての遡及作業により、書籍館、浅草文庫伝
来の貴重洋書を含む資料館所蔵の洋書約13,000冊はOPACで検索可能と

資料館より 「̶シーボルト旧蔵本」の修理及びデジタル化による公開事業

国立博物館の展示案内

〈京都国立博物館〉
特別展覧会「南山城の古寺巡礼」　4月22日（火）～ 6月15日（日）

〈奈良国立博物館〉
特別展「国宝醍醐寺のすべて ―密教のほとけと聖教―」
7月19日（土）～9月15日（月・祝）

〈九州国立博物館〉
特別展「クリーブランド美術館展―名画でたどる日本の美―」
7月8日（火）～ 8月31日（日）

『MUSEUM』649号（2014年4月15日発行）の
掲載論文

①「沖縄縄文時代の蝶形骨製品　―その素材
と形態について―」
　金子浩昌（当館客員研究員）」
②「野中寺弥勒菩薩像について　―蛍光X線
分析調査を踏まえて―」
　藤岡穣（大阪大学大学院教授）
定価：1,543円（税込）
お問合せ：当館ミュージアムショップまたは中央
公論事業出版（電話03-3535-1321）

俳優・井浦新さんがナビゲーターをつとめる『井
浦新の美術探検 東京国立博物館の巻』（定価 
1,944円（税込））が東京美術から出版されま
す。「考古  日本の美のはじまりを知る」「絵
画　驚異の日本絵画」「東洋  博物館でエキゾ
チック・トリップ」「技  保存・修復に宿る  日本
の技」など、井浦新さんの切り口で東京国立
博物館の魅力に迫ります。お求めはミュージア
ムショップまたはお近くの書店まで。

『井浦新の美術探検 東京国立博物館の巻』発売 なっています（保存上の理由により一部は閲覧を制限しています）。このたび、
ドイツの医師・博物学者フィリップ・フランツ・フォン・シーボルトの旧蔵本約
300冊について、図書館振興財団からの助成金を受けて修理およびデジタル
化による公開事業をスタートすることになりました。進捗状況は、ライブラリ
ニュース等でご報告をしていきます。
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1
火

夜間開館（20:00まで） 
「トーハクの石榴」14:00 東洋館シアター＊3 11:00

2
水

夜間開館（20:00まで）

3
木

夜間開館（20:00まで）

4
金

夜間開館（20:00まで） 
「季節のもようのお皿づくり」17：30 本館地下＊7  15:00

5
土

夜間開館（20:00まで） 「季節のもようのお皿づくり」10：00 本館地下＊7  13:30  
14:00 14:00  【故宮】シンポジウム １部「中国皇帝コレクションの意味―書画に

おける復古と革新―」10：00 平成館大講堂＊8

6
日

夜間開館（20:00まで） 13:30＊9 14:00 14:30  【故宮】シンポジウム ２部
「中国皇帝コレクションの意味―書画における復古と革新―」10：30  平成館大講堂＊8

7
月

特別開館（20:00まで） ※特別展会場のみ開館

8
火

「鎌倉彫刻の魅力」14:00  本館11室＊3

9
水

15:30＊3

10
木

14:00 14:00

11
金

夜間開館（20:00まで） 14:00

12
土

時間延長（18:00まで） 14:30

13
日

時間延長（18:00まで） 13:00 14:00

14
月

休館日

15
火

「インドネシアのワヤン」14:00 東洋館13室＊3

16
水

13:30 

17
木

15:00

18
金

夜間開館（20:00まで）

19
土

時間延長（18:00まで） 「伊能忠敬の日本図」 13:30 
平成館大講堂＊3 （手話通訳付）11:00 14:00 15:00

20
日

時間延長（18:00まで） 11:00 11:00 12:30 14:30

21
月・祝

時間延長（18:00まで）

22
火

休館日

23
水

24
木

14:00

25
金

夜間開館（20:00まで）
「田園詩人、久隅守景の納涼図」18:30 本館2室（国宝室）＊3

26
土

時間延長（18:00まで） 14:30 15:30＊3 【故宮】 「文物がつくる社会
―中国書画・故宮コレクションからアジア世界へ―」13:30 平成館大講堂＊8

27
日

時間延長（18:00まで） 11:00 14:00 14:00
トーハク探検ツアー「仏像のみかた」10:00、14:00 本館11・14室＊10

28
月

休館日

29
火

「経塚というタイムカプセル」14:00平成館考古展示室＊3

30
水

31
木

1
日

時間延長（18:00まで）　 13:30＊1 14:00 14:30　
初夏東博寄席 13：30 平成館大講堂＊2

2
月

休館日

3
火

臨時休館日

4
水

5
木

6
金

7
土

時間延長（18:00まで） 「高雄曼荼羅－金銀で描かれた密教
の世界」 13:30 平成館大講堂＊3  13:30  14:00

8
日

時間延長（18:00まで） 13:00 14:00
♪ファミリーコンサート 13：00、15：00 平成館ラウンジ＊4

9
月

休館日

10
火

「考古展示が語る日本の歴史時代」
14:00 平成館考古展示室＊3　 11:00

11
水

12
木

14:00 14:00

13
金

14:00 

14
土

時間延長（18:00まで） 14:30 

15
日

時間延長（18:00まで）
11:00 11:00 12:30 14:00 14:30

16
月

休館日

17
火

「人の頭を2つもつ鳥の話」14:00 東洋館シアター＊3

18
水

13:30 

19
木

15:00

20
金

21
土

時間延長（18:00まで） 11:00 14:00

22
日

時間延長（18:00まで） 11:00 14:00
♪初夏のコンサート 14：30 平成館ラウンジ＊5

23
月

休館日

24
火

夜間開館（20:00まで）
「海外に渡った縄文土器」14:00 東洋館シアター＊3

25
水

夜間開館（20:00まで） 
【故宮】ギャラリートーク「故宮の白菜」11:00、14:00、18：30 本館地下＊6

26
木

夜間開館（20:00まで） 14:00

27
金

夜間開館（20:00まで）

28
土

夜間開館（20:00まで） 14:30  【故宮】 「故宮コレクションと「倣古」
－青銅器・玉器のかたちに象徴された伝統－」13:30 平成館大講堂＊8

29
日

夜間開館（20:00まで） 15:30＊3

30
月

特別開館（20:00まで） ※特別展会場のみ開館

※屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります。

 ＝月例講演会等
 ＝ギャラリートーク
 ＝ワークショップ
 ＝ボランティアによる本館ハイライトツアー  集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる浮世絵ガイド  集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる陶磁ガイド  集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる彫刻ガイド  集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる樹木ツアー  集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる考古展示室ガイド  集合場所 :平成館考古展示室入口 
 ＝ ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド（6月は休止します）  集合場所 :法隆寺宝物館１階
エントランス

 ＝ ボランティアによる応挙館での茶会  集合場所 :本館1階エントランス（参加費500円、先着
15名、開始30分前に集合場所で整理券配布） 

 ＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー  集合場所 :本館1階エントランス（先着15名、開始30
分前に集合場所で整理券配布） 

 ＝ボランティアによる英語ガイド（日本美術の流れ）  集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによるたてもの散歩ツアー  集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる近代の美術ガイド  集合場所 :本館1階エントランス 
 ＝ボランティアによる東洋館ツアー  集合場所 :東洋館1階エントランス 
 ＝ ボランティアによるこどもたちのアートスタジオ・アートスタジオ 事前申込制
 ＝ 藝大ギャラリートーク「突起装飾坏ができるまで」  集合場所：本館1階エントランス
 ＝託児サービス実施日（12：30～15：30）  事前予約制  有料  詳細は13ページ

東京国立博物館2014年6月･7月の展示･催し物2014・6 2014・7

特別展「台北 國立故宮博物院―神品至宝―」

法隆寺宝物館休館

特集「親と子のギャラリー」

（9/15まで）
（8/31まで）【故宮】＝特別展「台北 國立故宮博物院」関連事業  ＊1：事前申込制。申込みは締め切りました  ＊2：有料イベ

ント。詳細は本誌前号14ページ  ＊3：詳細は本誌12ページ  ＊4：詳細は本誌14ページ  ＊5：有料イベント。
詳細は本誌14ページ  ＊6：詳細は本誌5ページ  ＊7：事前申込制。詳細は本誌13ページ  ＊8：事前申込制。
詳細は本誌5ページ  ＊9：事前申込制。詳細は本誌前号13ページ  ＊10：事前申込制。詳細は本誌3ページ
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